
 

 

沢井製薬株式会社 
サワイ製品名 先発品名 先発品のみの効能・効果、用法・用量 

アマドラカプセル10mg/25mg/50mg ネオーラル10mg/25mg/50mgカプセル アトピー性皮膚炎(既存治療で十分な効果が得られない患者) 

アルガトロバン注射液10mg｢サワイ｣ スロンノンHI注10mg/2mL 

ノバスタンHI注10mg/2mL 

①ヘパリン起因性血小板減少症(HIT)Ⅱ型における血栓症の発症抑制 
②ヘパリン起因性血小板減少症(HIT)Ⅱ型患者における血液体外循環時の灌流血液の凝固防止(血液透析) 
③ヘパリン起因性血小板減少症(HIT)Ⅱ型(発症リスクのある場合を含む)における経皮的冠イ
ンターベンション施行時の血液の凝固防止 

アルプロスタジル注5μg/10μg｢サワイ｣ パルクス注5μg/10μg 

リプル注5μg/10μg 

経上腸間膜動脈性門脈造影における造影能の改善 

イミダプリル塩酸塩錠2.5mg/5mg｢サワイ｣ タナトリル錠2.5/5 1型糖尿病に伴う糖尿病性腎症 

カルベジロール錠10mg｢サワイ｣ 

 (旧：アーチワン錠10) 

アーチスト錠10mg 虚血性心疾患又は拡張型心筋症に基づく慢性心不全(ACE阻害薬、利尿薬、ジギタリス製剤等の

基礎治療を受けている患者) 

セチリジン塩酸塩錠5mg｢サワイ｣ 

(OD錠は先発に剤形無し) 

ジルテック錠5 小児：アレルギー性鼻炎、蕁麻疹、皮膚疾患(湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症)に伴うそう痒 

ドネペジル塩酸塩細粒0.5％/錠3mg/錠5mg/ 

OD錠3mg/OD錠5mg｢サワイ｣ 

アリセプト細粒0.5％/錠3mg/錠5mg/ 

D錠3mg/D錠5mg 

高度のアルツハイマー型認知症 

バンコマイシン塩酸塩点滴静注用0.5g｢サワイ｣ 塩酸バンコマイシン点滴静注用0.5g ＜適応菌種＞バンコマイシンに感性のペニシリン耐性肺炎球菌(PRSP) 
＜適 応 症＞敗血症、肺炎、化膿性髄膜炎 

プランルカストDS10％｢サワイ｣ オノンドライシロップ10％ アレルギー性鼻炎 

ボグリボース錠0.2mg｢サワイ｣ 
 (旧：ボグリボース錠0.2mg｢SW｣) 
ボグリボースOD錠0.2mg｢サワイ｣ 
ボグリボース錠0.2mg｢MED｣ 

ベイスン錠0.2/OD錠0.2 耐糖能異常における2型糖尿病の発症抑制(ただし、食事療法・運動療法を十分に行っても改善

されない場合に限る) 

メロペネム点滴静注用0.25g/0.5g｢サワイ｣ メロペン点滴用バイアル0.25g/0.5g 発熱性好中球減少症 

1日3gまでの増量投与 

ラベプラゾールNa錠10mg｢サワイ｣ パリエット錠10mg ヘリコバクター・ピロリの除菌の補助 

ランソプラゾールカプセル15mg｢サワイ｣ 

 (旧：ラソプランカプセル15mg) 

ランソプラゾールOD錠15mg｢サワイ｣ 

 (旧：ラソプランOD錠15mg) 

ランソプラゾールカプセル15mg｢MED｣ 

タケプロンカプセル15 

タケプロンOD錠15 

①低用量アスピリン投与時における胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の再発抑制 

②非ステロイド性抗炎症薬投与時における胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の再発抑制 

ロキタットカプセル37.5mg/75mg アルタットカプセル37.5/75 小児への投与 

(2012 年 3 月 30 日時点) 

 

 

 

 

先発品と効能が異なる製品一覧(2012 年 4 月) 



【参考】先発品の用法が変更された品目 
先発品名 用法 旧先発品 サワイ製品名 用法 

クラビット錠250mg 

クラビット錠500mg 

クラビット細粒10％ 

通常、成人にはレボフロキサシンとして

1回500mgを1日1回経口投与する。なお、

疾患・症状に応じて適宜減量する。 

腸チフス、パラチフスについては、レボ

フロキサシンとして1回500mgを1日1回

14日間経口投与する。 

クラビット錠 

クラビット細粒 

レボフロキサシン錠100mg｢サワイ｣ 

レボフロキサシン細粒10％｢サワイ｣ 

通常、成人に対して、レボフロキサシン水和物

として1回100㎎を1日2～3回経口投与する。 

なお、感染症の種類および症状により適宜増減

するが、重症または効果不十分と思われる症例

にはレボフロキサシン水和物として1回200㎎

を1日3回経口投与する。 

レジオネラ肺炎については、レボフロキサシン

水和物として1回200㎎を1日3回経口投与する。 

腸チフス、パラチフスについては、レボフロキ

サシン水和物として1回100㎎を1日4回、14日間

経口投与する。 

炭疽、ブルセラ症、ペスト、野兎病、Ｑ熱につ

いては、レボフロキサシン水和物として1回200

㎎を1日2～3回経口投与する。  

 


